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東アジアに位置する日本 と中国との間には長い文化交流の歴史がある。そのあり方は、各時




1三 つ の 宮 城
北闕形と周礼形の都 古代中国では天子が地上を支配す る正当性を天に求めた。天 と地は相
似形であるが、球状の天上世界を写す地上は方形である。天子の都(王 都)に は北闕型 と 『周
礼』型(あ るいは回の字型)の 二つの形がある。北闕形は、北天の北極星に擬 した 「天子南面」
の原則に従って、宮城を都城の中央北寄 りに配置する。唐長安城はこの型であり、平城京や長
岡京(784-794)、 平安京(794-1185)は これに従 う(図3、4)。
他方は、都城中央に宮城を置くもの。理想の王都 として 『周礼』「冬官考工記」が説く形で





二つの大極殿 ・朝堂院の区画が並ぶ。大極殿は太極(北 極)星 に由来する宮城内部で最高格式
の宮殿であり、即位や朝賀の儀式に用いた。朝堂院は通常、官人が朝政(政 務)、朝儀(儀 式)、








て天皇の在所である内裏は、8世 紀を通 して第二次大極殿院の北にある。 この宮城 中枢部の形
は平安宮に受け継がれ、中枢部に豊楽院と大極殿 ・朝堂(八 省)院 が並ぶ。
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る龍首原にある。 ここに築いた離宮がもとで、662(龍 朔2)年 に大規模に拡充 して蓬莱宮と
し、のちに大明宮 と改めた。
興慶宮は宮城の南東の隆慶坊(里)に あり、東は長安城の城壁に接する。宮城から離れるの
は皇太子玄宗が居住 した里坊 を宮殿 としたためである。714(開 元2)年 、玄宗即位 とともに
























威が太極宮(西 内)か ら大明宮(東 内)に 移ることに通 じる。
さらに傍証 となるのは、第一次大極殿の構造である。この大極殿は東西180m、 南北360m
の大極殿院の中央北 よりにあり、南庭からの高 さ約2・5mの 壇上に建つ。大明宮の正面に聳え
る含元殿は高さ10mの 壇上に建ってお り、規模は別にして姿は近い1。
情報を伝えた遣唐使 長安城には太極宮の他に大明宮があること、その偉容や儀式のありさ
まなど、情報は8世 紀初頭の遣唐使がもた らせたことであろう。唐の史料は、702(大 宝2)
年に遣唐使 として渡唐 した粟田真人は、大明(蓬 莱)宮 麟徳殿で則天武后に接見したと伝える。




年、朝鮮半島南部の白村江における日本 ・百済 と唐 ・新羅軍の戦争の結果、日中関係は緊張状
態が続き、藤源 京の基本計画は新羅国の情報をもとにした可能性が高い。これが唐長安城 と藤i
原京の基本的な違いをもたらせたのであろう。
田村第は興慶宮に では興慶宮(南 内)は 何にあたるのか。これは藤原仲麻呂(恵 美押勝)
の田村第であろう2。藤i原仲麻 呂(706-764)は 藤i原武智麻呂の子。光明皇后の甥にあたる。
皇后や孝謙天皇に重用され、女婿の大炊王(お おいお う)を 皇位につける(淳 仁天皇)こ とで
権力を掌握 し、正一位太政大臣に進んだ。 しかし、孝謙上皇 ・僧道鏡 と対立 して武力蜂起 し、
処刑 された。
田村第すなわち興慶宮説の論拠は、田村第 と玄宗 ・興慶宮の故事 との類似である。まず、仲












玄 宗 と仲 麻 呂 の 事 績 の 類 似 田村 宮 の名 は757(天 平 宝 字 元)年 の続 日本 紀 記:事な ど に散 見
す る(757・ 天 平 宝 字 元 年5月4日 、6,月28日 、7月2日 、7月4日 の各 条)。
1奈 良国立文化財研究所1981『 平城 宮発掘調査報告XI第 一次大極殿地域 の調 査』
2金:子 裕 之1997『 平城 京の精神 生活』角川書店 、pp.50-51.
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これに関わるのが、「田村第に東西楼 を構えて内裏 を覗き、南門を櫓 とした」(777・ 宝亀8
年9,月18日 条 「藤原良継薨伝」)こ とである。 「営繕令」では、邸宅に楼閣を構 えることや宮
の称号は天皇 とその兄弟(親 王 ・内親王)に のみ許されることとする。言い換えると、仲麻呂
が田村第を玄宗の興慶宮に準え、田村第を 「宮城」と考えた根拠となろ う。
つまり、「田村宮」は即位 した淳仁に関わる。 しかも、即位後に居住地を 「宮城」 とするこ
とは、先に述べた玄宗と興慶宮の故事にみる。
里坊位置の類似 いまひとつの傍証は、 田村第と興慶宮の位置の類似である。 田村第を岸俊





した。成立は720(開 元8)年 。勤政務本楼では政務 とともに饗宴を行い、玄宗と楊貴妃は両
楼から民衆に応えたという。田村第東西楼の原型は花萼相輝楼 と勤政務本楼であろう。
情報に精通 した仲麻呂 仲麻呂は玄宗(在 位712-756)の 事績に詳 しく、それが、彼の諸施


















田池 が み え る(図5)。
長安園林の模倣 松林苑か ら楊梅宮南池の遺構は平城宮内とその北にあり、越田池は平城宮




方は、唐長安城のそれ と関わる。長安城には西京(長 安)三 苑がある。先に述べた長安城の太
極宮(西 内)、大明宮(東 内)、 に付属 した西内苑、東内苑、これ らを含んで広がる広大な禁苑




二苑一池宮一池亭 松林苑、南苑はともに8世 紀前半の聖武朝(在 位724-749)に みえる苑で
ある。松林苑は宮城北方にある、いわゆる後苑である。平城宮園林最大の規模;であ り、南北









苑と池の構成 史料によると平城宮の園林は、苑 と池(宮)か らなる。このうち 「苑」の名
称は貴族の園林の嶋(山 斎)に 対す るもので、宮廷園林の別称のようである。また、苑 と池
(宮)か ら成る構成は唐長安城の影響であろ う。
長安城には西京三苑の他にも、池(宮)が ある。大明宮の北半部には太液池があり、大明宮
の東内苑には龍池がある。龍池は南内(興 慶宮)に もあ り、ここでの龍の出現が玄宗即位の予
兆であった。このように、長安城の園林は苑 と池からなる。
同様のことは唐太宗の事績にもみる。太宗が人々の負担となる土木工事などを行わない旨を
宣言 した中に、苑池がみえる。その表現は 「穿池築苑」とあ り、苑と池が語対である(『 旧唐
書』626・ 武徳9年9月 条)。
ちなみに7世 紀の飛鳥が影響を受けた百済や新羅関係の史料には、宮内に 「穿池造山」(新
羅本紀674・ 文武王14年2,月 条)な どと池 と対になるのは山であり、厂苑」字がみえない。平
城宮園林が苑池か らなるのは、長安城の影響ではなかろうか。
南朝由来の園林名か 唐以前の伝統を内包 した名称 もある。平城宮の南苑や楊梅 「宮南池」、





南苑は南朝の首都、建康(南 京)に ある。 ここには華林園、楽游苑、玄武湖など複数の園林
があ り、南苑は園林の一であった。その位置を 『南朝宮苑記』は、台城(建 康城)の 南鳳台山
にあるとす る。何思澄 「南苑逢美人」(『 玉台新詠』卷6)は この苑に題材を求めた詩文であ
り、他にも何遜(同 卷10)な どの作がある。















宮南池は百済にも 楊梅宮南池は固有名詞であるが、宮号を略 した 厂宮南池」 「南池」は他
にもある。南池は藤原宇合の漢詩 「暮春南池に曲宴す一首および序」(懐 風藻88)に みえる。
小島憲之説はこの漢詩を藤源宇合邸での私宴とす るが、曲宴は天子の賜宴であり、宮廷の園林
でも不自然ではない。南池は、南朝史料や朝鮮半島の史料にみる。
南朝の例は沈約 「古詩題六首」(『玉台新詠』巻9)に みえてお り、朝鮮半島では百済史料に
ある。『三国史記』「百済本紀」によると、漢城(ソ ウル)と 扶余に宮南池があった。漢城では
「宮南池」(447・ 毘有王21年)が みえる。扶余の場合は 厂穿池於宮南」(池 を宮南に穿っ)(634・
武王35年)と あり、関連記事が655(義 慈王15)年2,月 条などにある。これは扶余王宮の南池
であるから、字義の通 りなら 「宮南池」 となって楊梅 「宮南池」 と類似する(表5)。 南苑、南
池な どいずれも平城宮園林との関連が課題 となる。
447年






中 国 百 済 ・新 羅













示 す の が 関係 史 料 の 日付 で あ り、大 半 が 節 日に一 致 す る。節 日は季 節 の 変 わ り目な どに祝 う 日
(の ち の節 会)の こ と。1.月1日(元 日朝 賀)、1月7日(白 馬)、1月17日(大 射 他)、3H
3日(曲 水 宴)、5月5日(端 午 ・騎射)、7.月7日(七 夕 ・相 撲)等 が あ る(表6)。
節 日は儀i式 と宴 か らな る。 この段 階 で は儀 式 が 未 整 備 との 説 もあ るが 、 史 料 に は 「宴 」 とみ
え て お り、饗 宴 の 場 とい え る。 しか し、何 故 か この こ とは 宮 廷 園 林 を 管 理 した 園 池 司 の 規 定 に
























































に属 した6。 司農寺には上林署、京 ・都苑總監、京 ・都苑四面監な どがあり、長官(卿)の 職




















8世 紀(奈 良時代)に おける日中の文化交流では、これまで律令とい う法体系の対比が主な





6村 上嘉実1955「 唐都 長安の王室庭 園」『関西学院史学』第3号 、pp .47-63.
同1974「 六朝 の庭 園」 『六朝思想史研究』平楽寺書店 、pp.360・394.
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図2天 下、九州、王城 の図、渡辺信一郎2000に よる
図1藤 原京の復元図 飛鳥 ・藤原京展図録2002に よる





東 アジアに位 置す る日本 と中国 との間 には長い文化交流 の歴史があ り、その あ り方 は、各 時代 の歴 史的
諸条件 に よって異な る。奈良時代(8世 紀)に は当時の超 大国唐の制度であ る律令制 を導入 し、 国家体制
の整備 を図った。そ の影 響は様々な分野 に及 んでい る。平城京(710-784)で は、長 安の影響が都城 中枢
部 の宮城や 、園林 な どに明 らかである。
三つの宮城 と受容 唐 の長安城 には国家儀式 と大礼の場 として太極 宮(西 内)、 大 明宮(東 内)、 興慶 宮
(南内)が ある。前二者は7世 紀代に成 るが、後者 の興慶宮 は8世 紀前 半に下 る。7世 紀代 に成立 した前 二
者 は平城宮 における二つの大極殿 ・朝堂院の原 型 となった。いまひとっの興慶 宮は、田村 第のモデル となっ
た(表1)。 田村第は正一位太 政大臣藤原仲麻 呂の私邸 であるが、史料には田村宮 とも見える。その位置や田
村第 を廻る逸話 は玄宗皇帝のそれを準えたものであ り(表2)、 長安城の3宮 城は平城京 に実現 していた。






















苑池か らな る園林 平城宮 の園林 には松林苑 、南苑、西池宮、宮西南池 亭、楊梅 宮南池な どがあ る。園
林は 中国で は苑 囿(え んゆ う)と 称 した施設 で、広大 な面積 に多数 の園池や宮殿楼 閣、亭、広場、農 ・果
樹園、鳥獣苑 な どがある。宮城 に必須 の施設 で あ り、 その規模や数 は帝 国の徳 を表す。 ここは饗宴の場で
あ るとともに農産物や鳥獣の生産、狩猟、戦闘訓練 の場 だった。
平城宮 の園林 が苑池 か らなる こと、農 産物(蔬 菜 ・果樹)の 栽培 を主 とす ることな どは長安城 の影響 で
あろ う。長安城 の園林には宮城 に付属 した西内苑 、東 内苑 、禁苑 と太液池な ど苑 と池か ら成 る。 また 、農
産物 の栽培 は、園林を管理 した司農寺上林署 の職掌 に明記 され てお り、 日本 の宮 内省 園池 司の職掌 のも と
になって いる。
さ らに、平城 宮園林の名称や故事 を仔細 にみ る と、その背後には唐以前 の長い歴史 が反 映 している可能
性 がある。名 称では南苑や楊梅宮 「南池」、西池 がそ うであ るし、 「一茎二花蓮」 といった楊梅宮南池 にお
ける祥瑞 は、いずれ も南北朝期 園林 の故事 を思わせ る。
この よ うに平城宮の園林 には中国園林 の長 い歴 史が反映 してい るが 、これ らは唐 との交流の過程 で もた
らされたものであ ろ う。
【コ メ ン ト】 木原 克司
金子裕之氏は、日本の都城には平城京形 と藤源京形の2っ の形態があ り、それ らを北闕形、
周礼形 と呼称 された。金子氏が北闕形 と指摘 される長安城は、当時の天文思想にのっとり都城
の中央北寄りに宮城を配置するものであり、 日本の平城京 もまさにこの形態を採用 している。
中国で も北闕形は唐代以降の都城の基本形態として踏襲されるが、 日本も同様であり以後の難
波 ・長岡 ・平安京へ と継承される。一方周礼形 とする藤原京の構造は、『周礼』の 「冬官考工
記」に記 された理想の都と類似 し、 こうした京の出現の根拠として、『周礼』形モデル を導入
したためだと一応の説明は可能である。 しかし、中国の都城の歴史をながめてみても、こうし
た 『周礼』形モデルの都城は見あたらない。中国にも実在 しなかった都城形態が何故に7世 紀
後半の日本に採用されたのか疑問である。天智朝から天武朝にかけての7世 紀後半から末の時
代は、朝鮮半島における百済 ・高句麗の滅亡などを契機 として東アジア世界の国際関係が緊迫
した時期である。遣唐使も天智8年(669)の 河内鯨以降大宝元年(701)の 粟田真人まで中断
され、唐からの情報は入手不可能であった。 しかし、この間新羅 との往来は頻繁に行われてお
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